
（法第10条第1項関係様式）

特定非営利活動法人　ゆづるは
１．　事業実施の方針

　令和７年度は、収益事業の久遠チョコレート２年目となり、昨年の売上から
大幅にダウンすることが予測される。
　昨年は、オープンと慣れない販売業務や製造販売の技術指導などで
慌ただしく過ぎ去り、作業方針や担当の振り分けが行えていなかったため
今期で、久遠業務のシステム化を図るものとする。
　また昨年は、遠方の方も含め多くの見学相談が相次ぎ、沢山の方へ障がいがある方の
働く姿を見ていただくことが出来た。
　今年度もマスコミ等の影響による、見学相談が増える事が予想されるため
障がいが有っても働くことが出来ることを実証していくものとする。
　収益事業の繁忙の合間に、沢山の障がいのある方やご家族・関係者の方々と出会い
転機を迎えるきっかけになってきたことから、今年度も見学や相談等多くの人への情報発信を
行うように努めていきたい。

２．　事業の実施に関する事項
（１）　特定非営利活動に係る事業

障害を有する方の ・無認可作業所 実施予定

ための作業所運営 無し

事業 ※２０２５年１０月削除予定

障害者総合支援法 ・受注軽作業による作業訓練 ワークスタイル

に基づく障害福祉 ①ダイレクトメールにおける こすも その他実習及び

サービス事業 　セット・封入・封緘・バルク 研修希望者

　シーケンシャルコード管理

　を含むすべての作業

②通販商品の箱組み立て及び

　箱詰め等全般

③各種化粧箱組立

④紙製品加工

⑤ソーシャルスキルトレー 施設利用者延べ

　ニング（SST） 4,573名程

⑥生活技能訓練 その他

⑦学習指導

障害者の就労 ・チョコレート製造販売事業 久遠チョコレ

支援事業 ①レジ及びサッカー接客業務 レート建物内

②チョコレート製造及び補助

③障害者への施設外就労の提供

障害を有する方 ・地域住民に対し福祉現場の ワークスタイル

の福祉向上に関 　見学、相談事業 こすも

する情報提供及び ・支援学校生徒への実習提供

普及啓発事業 ・障がいを有する方と家族への 依頼に 法人施設及び

　サポート及び相談業務 応じ随時 各家庭や電話

・障がい支援を行う方へのサポ

　ート及び相談業務

・広報誌発行

・ホームページ

令和7年度　事業計画書
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

定款の事業名 事業内容 実施予定
日時

実施予定場所 従事者の
予定人数

受益対象者の範
囲及び予定人数

事業費の予算
額

（千円）

通年 8人 施設利用者17名 39,095

実施予定無し 0人 0人 0

施設外訓練施設

延べ数269回

1人 一般市民希望者

通年 2人 障がい者及び 52,366

延べ数14回 無償ボランティア

2人 障がいを有する 0

方やその家族

通年 8人 障がい児・家族 0

教職員

家族及び本人

支援関係者他 無償ボランティア

2回 法人施設内
2人

一般市民多数 231

随時 Ｗｅｂ上 無償ボランティア
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特定非営利活動法人　ゆづるは

令和7年度　事業計画書
令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

障害を有する方 ・障がい支援に関する講演

の福祉向上に関 法人施設内

する情報提供及び ・福岡県社会福祉協議会 TKPガーデンシ

普及啓発事業 テイ博多

近隣の作業所との ・情報共有及び福祉向上

協働及び連携事業 　に向けた情報交換会及び センター内

　市民向け福祉講座

障害を有する方 ・社会資源を利用した余暇活動 通年

の余暇活動の企画 ・プランニング・実施指導 １０名程度

推進事業 　社会生活活動の指導と相談支援

　余暇休日活動の提供（無償） 通年

6月11日 １人 県社協会員 0

多数

随時 指定場所及び １人 一般市民多数 0

5人 一般市民多数 0

毎月 大野城市福祉 1人 一般市民多数 0

定款の事業名 事業内容 実施予定
日時

実施予定場所 従事者の
予定人数

受益対象者の範
囲及び予定人数

事業費の予算
額

（千円）

コミュニティ

月/1回 5人 延べ人数60名 無償ボランティア

法人施設内
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（法第10条第1項関係様式）

特定非営利活動法人　ゆづるは
１．　事業実施の方針

今年度は、職業能力の開発または雇用機会の拡充を目指し法人内でのシステム化をPDCAサイクルに

基づき業務改善を図りながら、効率の良い働く仕組みを構築していくものとする。

障がいのある方への作業指導における技術や手法の整理をし

誰でもが障がいのある方への支援が行えるような仕組み作りが急務となっている。

　今後、国内での労働人口の減少に伴い、アジア圏内の働き手を導入することも視野に入れ

誰でもが行える、障がいのある方への作業指導方法の構築に着手したい。

２．　事業の実施に関する事項
（１）　特定非営利活動に係る事業

障害者総合支援法 ・受注軽作業による作業訓練 ワークスタイル

に基づく障害福祉 ①ダイレクトメールにおける こすも その他実習及び

サービス事業 　セット・封入・封緘・バルク 研修希望者

　シーケンシャルコード管理

　を含むすべての作業

②通販商品の箱組み立て及び

　箱詰め等全般

③各種化粧箱組立

④紙製品加工

⑤ソーシャルスキルトレー 施設利用者延べ

　ニング（SST） 4,573名程

⑥生活技能訓練 その他

⑦学習指導

障害者の就労 ・チョコレート製造販売事業 久遠チョコレ

支援事業 ①レジ及びサッカー接客業務 レート建物内

②チョコレート製造及び補助

③障害者への施設外就労の提供

障害を有する方 ・地域住民に対し福祉現場の ワークスタイル

の福祉向上に関 　見学、相談事業 こすも

する情報提供及び ・支援学校生徒への実習提供

普及啓発事業 ・障がいを有する方と家族への 依頼に 法人施設及び

　サポート及び相談業務 応じ随時 各家庭や電話

・障がい支援を行う方へのサポ

　ート及び相談業務

・広報誌発行

・ホームページ

・障がい支援に関する講演

法人施設内

40,660

1人 一般市民希望者

令和8年度　事業計画書
令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

定款の事業名 事業内容 実施予定
日時

実施予定場所 従事者の
予定人数

受益対象者の範
囲及び予定人数

事業費の予算
額

（千円）

通年 8人 施設利用者17名

通年 2人 障がい者及び 56,600

施設外訓練施設

延べ数269回

通年 8人 障がい児・家族 0

教職員

延べ数14回 無償ボランティア

2人 障がいを有する 0

方やその家族

家族及び本人

支援関係者他 無償ボランティア

2回 法人施設内
2人

一般市民多数 300

随時 Ｗｅｂ上 無償ボランティア

随時 指定場所及び １人 一般市民多数 0
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特定非営利活動法人　ゆづるは

令和8年度　事業計画書
令和8年4月1日から令和9年3月31日まで

障害を有する方 ・福岡県社会福祉協議会 TKPガーデンシ

の福祉向上に関 テイ博多

する情報提供及び

普及啓発事業

近隣の作業所との ・情報共有及び福祉向上

協働及び連携事業 　に向けた情報交換会及び センター内

　市民向け福祉講座

障害を有する方 ・社会資源を利用した余暇活動 通年

の余暇活動の企画 ・プランニング・実施指導 １０名程度

推進事業 　社会生活活動の指導と相談支援

　余暇休日活動の提供（無償） 通年

6月11日 １人 県社協会員 0

定款の事業名 事業内容 実施予定
日時

実施予定場所 従事者の
予定人数

受益対象者の範
囲及び予定人数

事業費の予算
額

（千円）

毎月 大野城市福祉 1人 一般市民多数 0

多数

法人施設内 5人 一般市民多数 0

コミュニティ

月/1回 5人 延べ人数60名 無償ボランティア
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